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今
年
、
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

が
開
催
さ
れ
る
。
（
十
月
十
二
日
～

二
十
二
日
）
こ
の
原
稿
は
国
体
直
前

に
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
私
も
国
体
選
手
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
特
に
優
れ
た
運
動
能
力

を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
出

場
す
る
の
は
ペ
タ
ン
ク
と
い
う
「
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
」
と
い
う
部
門
の
競
技

で
あ
る
。

　
こ
の
部
門
、
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
だ

け
で
出
場
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
私

も
い
つ
の
間
に
か
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
お
り
、
国
体
選
手
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ペ
タ

ン
ク
と
は
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
で
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ン
ド
上
の
カ
ー

リ
ン
グ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
。

　
五
島
市
や
奥
浦
地
区
で
は
頻
繁
に

大
会
が
行
わ
れ
て
お
り
小
さ
い
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
共
に
参
加
し
楽
し

む
事
が
出
来
る
も
の
だ
。

　
し
か
し
、
も
う
す
ぐ
国
体
が
始
ま

る
と
い
う
の
に
本
人
は
練
習
を
全
く

し
て
い
な
い
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
共

に
出
場
す
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
た
ち
は
毎

日
の
よ
う
に
練
習
し
て
い
る
の
に
…
当

日
迷
惑
か
け
る
こ
と
必
至
で
あ
る
。

　
で
あ
る
か
ら
国
体
選
手
と
呼
ぶ
に

は
名
ば
か
り
で
出
場
す
る
事
が
他
の

選
手
の
皆
さ
ん
を
冒
と
く
し
て
い
る

よ
う
で
心
が
痛
む
。

　
自
分
で
も
自
分
自
身
の
事
が
国
体

競
技
に
出
る
国
体
選
手
の
よ
う
で

あ
っ
て
そ
う
で
な
い
よ
う
な
中
途
半

端
な
存
在
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
自
分
を
見
て
ふ
と

思
っ
た
の
は
、
現
代
、
こ
の
よ
う
な

存
在
は
社
会
の
中
に
も
増
え
て
き
て

い
る
な
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
に
住

ん
で
い
る
が
国
民
と
認
め
ら
れ
な

い
「
外
国
人
移
住
者
」
企
業
で
働
く

が
帰
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
「
非
正
規
社
員
」
信
者
で
あ
る

が
教
会
共
同
体
に
交
わ
っ
て
い
な
い

「
信
仰
者
」
こ
れ
ら
中
途
半
端
な
存

在
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
。
本
人
だ

け
の
問
題
で
な
い
深
い
原
因
が
あ
る
。

　
私
の
中
途
半
端
は
別
の
話
だ
が
。

国
体

選
手

主
任
司
祭
　
岩
崎
　
晋
吾

小教区45周年と眞浦神父様銀祝ポスター 子供達作成 9月21日
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小
教
区
四
十
五
周
年
の
歩
み

　
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
誇
り
で
あ
り

私
達
小
教
区
信
徒
の
象
徴
で
あ
る
堂

崎
天
主
堂
は
、
一
九
〇
八
年
献
堂
後

の
月
日
の
流
れ
と
と
も
に
老
朽
化
が

進
み
、
海
路
か
ら
陸
路
へ
の
交
通
事

情
の
変
化
に
も
配
慮
し
、
浦
頭
を
新

天
地
と
し
た
新
聖
堂
建
設
計
画
が
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
堂
崎
小
教
区
主
任
司
祭
松

下
佐
吉
師
と
信
徒
一
同
が
心
血
を
注

ぎ
努
力
を
重
ね
た
浦
頭
教
会
が
、
小

高
い
丘
の
上
に
聳
え
立
っ
た
の
は
一

数
え
、
合
本
号
も
発
刊
さ
れ
ま
す
。

　
翌
七
三
年
に
は
「
平
和
の
ば
ら
保

育
園
」
が
開
園
し
、
地
域
の
幼
児
教

育
や
働
く
女
性
の
支
え
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
年
九
月
、
浦
頭
小
教

区
発
足
後
初
の
司
祭
誕
生
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　
大
泊
出
身
の
神
言
修
道
会
浜
口
吉

隆
神
父
様
が
叙
階
さ
れ
、
川
口
清
神

父
様
よ
り
五
年
ぶ
り
の
慶
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
七
六
年
に
は
「
子
羊
の
家
」
が
完

成
し
、
青
年
の
集
い
の
場
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
九
七
七
年
は
初
代
マ
ル
マ
ン
神

父
様
か
ら
始
ま
っ
た
堂
崎
天
主
堂
創

設
百
周
年
記
念
祭
と
し
て
、
記
念
ミ

サ
と
と
も
に
ア
ル
メ
イ
ダ
宣
教
碑
、

ヨ
ハ
ネ
五
島
像
、
マ
ル
マ
ン
・
ペ
ル
ー

像
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
時
に
堂
崎
天
主
堂
は
教
会
堂
と

し
て
の
役
割
に
加
え
、
県
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
「
ド
ロ
聖
教
木
版
画
」

や
聖
ヨ
ハ
ネ
五
島
の
聖
骨
も
安
置
さ

れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
一
九
七
九
年
に
は
小
教
区
創
立
一

〇
周
年
事
業
と
し
て
、
信
徒
の
一
致

と
交
わ
り
の
場
「
神
羊
館
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
年
、
神
言
修
道
会
浜
口
末

明
神
父
様
が
叙
階
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
教
区
に
と
り
神
父
様
の
兄
で
あ

る
吉
隆
神
父
様
に
続
く
喜
び
で
あ
り
、

何
よ
り
浜
口
庄
吉
・
ツ
ヨ
さ
ん
ご
夫

婦
の
も
と
に
育
っ
た
浜
口
家
か
ら
は
、

三
人
の
司
祭
と
一
人
の
ブ
ラ
ザ
ー
、

二
人
の
シ
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
小
教
区
の
誇
り
と
す
る
ご
家
族

だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
九
八
〇
年
に
は
奥
浦
慈
恵
院
が

創
立
百
周
年
を
迎
え
、
里
脇
枢
機
卿

司
式
の
記
念
ミ
サ
や
福
江
文
化
会
館

で
の
講
演
な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
八
一
年
は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
信
徒
に
と
り
最
も
記
念
す
べ
き
教

皇
様
初
来
日
の
年
で
す
。
記
録
的
な

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
松
山
競
技
場
で

の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
教
皇
司
式

の
記
念
ミ
サ
に
、
小
教
区
か
ら
も
二

〇
〇
名
以
上
の
信
徒
が
参
列
し
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
四
万
七
千
人
に
及

ぶ
参
列
者
と
と
も
に
、
信
仰
の
思
い

九
六
八
年
五

月
十
日
で
し

た
。

　
翌
年
一
九

六
九
年
五
月

福
江
教
会
助
任
司
祭
、
浦
頭
教
会
付

き
と
し
て
野
下
千
年
神
父
様
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
浦
頭
小
教
区
設
立
は
そ
の
半
年
後

の
一
九
六
九
年
九
月
四
日
主
任
司
祭

野
下
千
年
師
で
、
松
下
神
父
様
は
愛

着
あ
る
堂
崎
の
地
に
引
退
さ
れ
ま
し

た
。

　
設
立
時
の
信
徒
総
数
は
一
一
七
〇

名
、
現
在
の
信
徒
数
は
四
四
二
名
で

あ
り
、
信
徒
総
数
は
こ
の
四
五
年
間

で
四
割
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
翌
年
に
は
司
祭
館
が
完
成
し
、
ミ

サ
典
礼
も
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
受
け

ラ
テ
ン
語
か
ら
日
本
語
に
な
り
、
教

会
組
織
も
使
徒
職
評
議
会
中
心
の
組

織
体
制
に
一
変
し
ま
し
た
。

　
一
九
七
二
年
に
は
「
島
の
ひ
か

り
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
七
月
号
で
発
行
二
〇
〇
号
を

司祭館工事が着々と進む

松下佐吉師
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を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

　
一
九
八
三
年
に
は
小
教
区
初
代
主

任
司
祭
と
し
て
一
四
年
間
司
牧
に
尽

く
さ
れ
た
野
下
神
父
様
に
か
わ
り
、

地
元
出
身
の
川
口
善
助
神
父
様
を
二

代
目
主
任
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
野
下
神
父
様
の
一
四
年
は
、
教
会

の
組
織
作
り
や
施
設
建
設
に
お
い
て

今
日
ま
で
続
く
小
教
区
四
五
年
の
土

台
作
り
に
奔
走
さ
れ
た
日
々
で
し
た
。

　
川
口
神
父
様
は
着
任
後
さ
っ
そ
く
、

聖
堂
内
に
「
大
理
石
の
祭
壇
」
を
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
九
八
五
年
に
は
、
旧
福
江
市
初

の
名
誉
市
民
に
奥
浦
慈
恵
院
理
事
長

の
シ
ス
タ
ー
木
口
マ
ツ
さ
ん
が
田
口

馬
次
市
長
と
と
も
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
年
八
月
一
二
日
は
小
教
区
信
徒

に
と
り
、
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
悲

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
に
司
祭
叙
階
を
終
え
た
ば
か

り
の
赤
尾
孝
信
神
父
様
が
、
引
率
の

浦
上
教
会
神
学
生
、
侍
者
会
の
子
供

た
ち
と
六
方
海
水
浴
場
で
遊
泳
中
に
、

荒
波
に
流
さ
れ
た
子
供
達
を
救
助
す

る
た
め
に
波
間
に
の
ま
れ
、
二
六
歳

の
若
さ
で
天
国
に
召
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
前
日
も
わ
ず
か
一
時
間
余
り
の
睡

眠
で
、
司
牧
の
勤
め
に
没
頭
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
神
様
の
計
ら
い
は
私
達
の
思
い
も

及
ば
な
い
も
の
で
す
が
、
神
父
様
の

生
涯
は
短
く
も
司
祭
職
の
道
を
ま
っ

す
ぐ
に
走
り
続
け
た
生
涯
で
し
た
。

　
翌
八
六
年
に
は
浦
頭
小
教
区
発
足

直
前
ま
で
の
二
二
年
間
に
わ
た
り
堂

崎
小
教
区
主
任
司
祭
を
勤
め
ら
れ
、

一
・
円
・
天
の
思
想
で
私
達
を
厳
し

く
も
心
温
か
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た

松
下
佐
吉
神
父
様
が
八
九
歳
に
て
帰

天
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
川
口
神
父
様
は
上
五
島
曽
根

教
会
へ
転
任
さ
て
、
平
戸
教
会
よ
り

片
岡
久
司
神
父
様
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
時
は
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
り
、

一
九
九
一
年
に
は
奥
浦
修
道
院
が
赤

瀬
か
ら
浦
頭
の
現
在
地
に
新
築
移
転

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
で
は
、

浦
頭
出
身
で
日
本
初
の
海
外
宣
教
師

で
あ
り
現
在
ブ
ラ
ジ
ル
で
列
福
運
動

も
進
む
中
村
長
八
神
父
顕
彰
記
念
館

が
落
成
し
ま
し
た
。

　
一
九
九
二
年
に
は
堂
崎
に
、
旧
司

祭
館
を
活
用
し
た
民
族
資
料
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
九
三
年
に
は
、
コ
ン
ベ
ン
ツ
ァ
ル

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
よ
り
赤
尾

満
治
神
父
様
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
一
九
九
四
年
は
小
教
区
設
立
二
五

周
年
に
当
た
り
、
二
五
周
年
記
念
誌

発
刊
や
教
会
入
口
門
柱
及
び
聖
堂
正

面
玄
関
の
聖
ペ
ト
ロ
・
聖
パ
ウ
ロ
像

の
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
九
六
年
に
は
優
し
さ
溢
れ
る

導
き
手
で
あ
っ
た
片
岡
神
父
様
が
青

砂
ヶ
浦
教
会
へ
転
任
さ
れ
、
平
戸
宝

亀
教
会
よ
り
橋
口
朝
光
神
父
様
を
迎

え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
年
の
一
〇
月
に
は
、
奥

浦
慈
恵
院
に
お
け
る
児
童
福
祉
に
生

涯
を
捧
げ
た
シ
ス
タ
ー
木
口
マ
ツ
さ

ん
が
九
四
年
の
生
涯
を
全
う
さ
れ
ま

し
た
。

　
マ
ツ
さ
ん
の
人
生
は
、
恵
ま
れ
な

い
子
供
達
へ
の
慈
し
み
と
と
も
に
先

見
性
を
も
っ
て
医
師
養
成
に
も
努
め

た
、
神
様
の
導
き
に
添
い
遂
げ
た
生

涯
で
し
た
。

　
翌
九
七
年
に
は
、
小
教
区
よ
り
山

本
一
郎
神
父
様
が
誕
生
し
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
年
一
九
九
七
年
に
は

日
本
二
六
聖
人
殉
教
四
〇
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
島
本
大
司
教
司
式
の
野

外
ミ
サ
が
堂
崎
天
主
堂
広
場
に
て
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
一
月
二
日
の
ミ
サ
で
は
浦
頭
教

会
よ
り
堂
崎
天
主
堂
ま
で
、
二
六
本

の
十
字
架
と
と
も
に
二
六
聖
人
に
扮

し
た
信
徒
と
多
数
の
参
列
者
が
歩
き

続
け
、
広
場
で
の
御
ミ
サ
に
臨
み
ま

し
た
。

　
二
六
聖
人
の
苦
難
に
ひ
た
す
ら
近
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九
月
二
十
一
日
、
銀
祝
を
迎
え
る

眞
浦
神
父
様
も
招
い
て
の
、
記
念
ミ

サ
が
喜
び
の
内
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
ミ
サ
に
先
立
っ
て
典
礼

委
員
か
ら
小
教
区
四
十
五
年
の
歩
み

が
朗
読
さ
れ
、
そ
の
後
、
経
済
委
員

会
か
ら
、
四
十
五
周
年
事
業
の
概
要
、

収
支
決
算
等
が
説
明
さ
れ
た
。

　
司
式
は
、
下
口
神
父
様
、
眞
浦
神

父
様
、
岩
崎
神
父
様
、
山
本
神
父
様
、

浦
頭
教
会
が
特
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
神
父
様
方
が
一
同
に
集
ま
り
、

小
教
区
の
信
徒
に
祝
福
を
与
え
て
下

さ
っ
た
。

　
ミ
サ
後
に
は
、
銀
祝
を
迎
え
た
眞

浦
神
父
様
が
涙
な
が
ら
の
お
礼
の
言

葉
を
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら

語
っ
て
、
聖
堂
は
笑
顔
と
拍
手
に
包

ま
れ
た
。

　
そ
の
後
、
髙
見
大
司
教
か
ら
、
二

〇
〇
号
を
迎
え
た
島
の
ひ
か
り
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
、
ミ
サ
後
の
祝
賀

会
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

四
十
五
周
年
事
業

祝

賀
式

づ
か
ん
と
す
る
感
動
的
な
御
ミ
サ
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に

か
け
て
は
、
三
か
月
余
り
を
か
け
て

堂
崎
天
主
堂
の
大
規
模
修
復
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
天
主
堂
は
塩
害
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
内
部
の
漆
喰
塗
り
替
え
に
よ
り

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
保
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
二
〇
〇
一
年
に
は
、
神
羊
館

防
水
シ
ー
ト
の
張
り
替
え
や
司
祭
館

内
部
の
改
修
工
事
も
行
い
ま
し
た
。

　
教
会
堂
・
司
祭
館
・
神
羊
館
な
ど

老
朽
化
し
て
い
く
施
設
の
維
持
管
理

は
、
今
後
の
小
教
区
に
お
け
る
大
き

な
宿
題
で
す
。

　
二
〇
〇
三
年
に
は
小
教
区
二
代
目

主
任
司
祭
川
口
善
助
師
が
、
九
三
歳

で
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。

　
堂
崎
伝
道
学
校
卒
業
後
、
五
〇
年

余
り
に
及
ぶ
司
牧
の
道
を
全
う
さ
れ

ま
し
た
。

　
二
〇
〇
四
年
、
橋
口
神
父
様
は
八

年
間
小
教
区
で
持
ち
前
の
明
る
さ
を

も
っ
て
活
躍
さ
れ
た
後
、
上
五
島
真

手
ノ
浦
教
会
へ
転
任
さ
れ
、
大
村
水

主
町
教
会
よ
り
山
川
忠
神
父
様
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
私
た
ち
の
町
が
福
江
市

か
ら
五
島
市
に
変
わ
っ
た
合
併
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　
翌
年
山
川
神
父
様
は
佐
世
保
俵
町

教
会
に
転
任
さ
れ
、
佐
世
保
天
神
教

会
よ
り
眞
浦
健
吾
神
父
様
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
、
約
百
年
に
わ
た
り

堂
崎
赤
瀬
の
地
で
子
供
た
ち
を
慈
し

み
育
て
続
け
た
奥
浦
慈
恵
院
は
老
朽

化
の
た
め
解
体
さ
れ
、
一
〇
月
浦
頭

の
地
に
奥
浦
慈
恵
院
新
院
舎
が
完
成

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
七
年
に
は
六
五
歳
以
上
の

信
徒
を
対
象
に
シ
メ
オ
ン
・
ア
ン
ナ

会
が
発
足
し
、
そ
の
巧
み
な
タ
レ
ン

ト
に
よ
り
今
日
ま
で
小
教
区
運
営
に

力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
教
会
堂
に
お
い
て
は
、
永
年

地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
屋

上
十
字
架
の
架
け
替
え
工
事
を
行
い
、

安
全
に
配
慮
し
た
二
代
目
十
字
架
と

な
り
ま
し
た
。

　
翌
二
〇
〇
八
年
、
堂
崎
、
浦
頭
両

小
教
区
で
永
年
カ
テ
キ
ス
タ
と
し
て

信
徒
の
導
き
手
で
あ
っ
た
シ
ス
タ
ー

中
村
鈴
代
さ
ん
が
七
二
歳
で
帰
天
さ

れ
ま
し
た
。

　
病
気
が
ち
の
一
生
を
神
様
に
捧
げ

尽
く
し
た
尊
い
生
涯
で
し
た
。

　
二
〇
〇
八
年
は
、
一
九
〇
八
年
献

堂
の
二
代
目
堂
崎
天
主
堂
献
堂
百
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
五
月
一

一
日
に
は
記
念
事
業
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
教
会
広
場
で
の
野
外
ミ
サ
が
、

一
二
〇
〇
名
余
り
の
祈
り
の
な
か
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）
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眞
浦
神
父
様
銀
祝

　
小
教
区
四
十
五
周
年
記
念
式
典
と

同
日
、
前
浦
頭
教
会
主
任
司
祭
で
あ

り
、
現
在
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

院
長
で
あ
る
眞
浦
神
父
様
を
お
招
き

し
、
小
教
区
で
銀
祝
の
お
祝
い
を
行

い
ま
し
た
。

　
お
祝
い
は
ミ
サ
内
の
祝
賀
会
と
神

羊
館
で
の
祝
賀
会
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
祝
賀
式
で
は
花
束
、
霊
的

花
束
を
小
学
生
時
に
神
父
様
に
お
世

話
に
な
っ
た
中
学
生
か
ら
、
お
祝
い

金
を
女
性
会
会
長
よ
り
贈
呈
し
ま
し

た
。
神
父
様
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
と

し
て
頂
い
た
内
容
は
司
祭
生
活
の
約

四
分
の
一
と
な
る
六
年
間
を
浦
頭
小

教
区
で
活
動
し
た
内
容
で
し
た
。

　
当
時
は
小
教
区
内
で
は
改
修
工
事

や
堂
崎
天
主
堂
百
周
年
等
財
政
面
で

信
徒
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
、
行
動
し

て
い
っ
た
時
期
で
し
た
。
思
い
起
こ

せ
ば
神
父
様
と
同
様
な
つ
か
し
く
も

あ
り
、
目
頭
に
涙
が
こ
み
上
げ
る
記

憶
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
眞
浦
神
父
様
に
は
健
康
に
気
を
付

け
て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
眞
浦
健
吾
神
父
様
、
銀
祝
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

　
下
五
島
地
区
教
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
指
導
司
祭
岩
崎
神
父
様

代
表
鍋
内
絹
恵
）
今
年
五
月
の
設
立

後
最
初
の
取
組
み
は
、
講
演
会
開
催

で
し
た
。
酒
井
孝
子
先
生
の
講
演
で

「
い
の
ち
の
お
話
」
で
し
た
。
次
が

音
訳
者
養
成
講
座
で
し
た
。
音
訳
と

は
、
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
へ
（
文

字
が
見
え
な
い
、
目
が
疲
れ
て
読
め

な
い
等
）
印
刷
さ
れ
た
物
、
書
か
れ

た
物
を
読
む
事
が
出
来
な
い
人
の
代

わ
り
に
、
読
み
そ
れ
を
録
音
し
て
聞

い
て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
て
録
音

す
る
事
で
す
。
そ
の
為
の
音
訳
講
座

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
福
江
、
浦
頭
、

水
の
浦
、
三
井
楽
小
教
区
よ
り
二
十

六
名
の
受
講
者
が
音
訳
の
研
修
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
朗
読
で
も
な
く
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
な
い
音
訳
に
と

ま
ど
い
終
了
し
ま
し
た
が
、
録
音
図

書
を
作
れ
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
研
修

に
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
研
修
を
続
け
て
早
く
必

要
な
人
に
提
供
出
来
る
様
に
皆
で
頑

張
り
ま
す
。
実
際
に
聞
い
て
も
ら
い

い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
聞
く
事
に
よ
り

次
に
進
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の
か
聞
い
て

み
た
い
と
連
絡
頂
け
れ
ば
練
習
し
て

音
訳
し
、
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
各
小
教
区
毎
に
活

動
し
て
行
く
予
定
で
す
の
で
鍋
内
絹

恵
、
赤
尾
栄
ま
で
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

音
訳
者
養
成
の
取
り
組
み

下
五
島
地
区
教
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
局
　
赤
尾
　
　
栄

《
結
婚
》

後
藤
　
隆
介

ア
グ
ネ
ス
　
浦
口
　
希
望

（
七
月
二
十
日
）

松
岡
　
賢
志

ヨ
ゼ
フ
ィ
ナ
マ
リ
ア
　
柿
山
　
直
子

（
八
月
二
日
）

《
帰
天
》

マ
リ
ア
　
出
口
　
ミ
ト

（
八
月
三
十
日
）

秘

跡
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も
く
そ
う
会
で
、
お
お
う
ら
て
ん

し
ゅ
ど
う
に
い
き
ま
し
た
。
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
　
二
年
浜
崎
か
な
多

　
お
お
う
ら
て
ん
し
ゅ
ど
う
に
行
け

て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
二
年
　
木
口
　
空
斗

　
し
ょ
う
じ
き
、
き
つ
か
っ
た
け
ど

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　
二
年
　
鍋
内
　
楓か

蓮れ
ん

　
わ
た
し
は
、
お
お
う
ら

て
ん
し
ゅ
ど
う
に
行
っ
た

の
と
、
お
お
う
ら
て
ん

し
ゅ
ど
う
で
、
ご
は
ん
を

た
べ
た
の
が
、
た
の
し

か
っ
た
で
す
。

　
　
二
年
　
白
は
ま
　
ゆ
う

　
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
行
き

た
い
で
す
。
　
二
年
　
小
田
り
ん
花

　
大
う
ら
天
し
ゅ
ど
う
は
、
ふ
る
く

て
け
っ
こ
う
と
し
よ
り
き
ょ
う
か
い

で
、
す
ご
い
な
と
思
っ
た
。

　
　
二
年
　
な
べ
内
　
り
子

　
わ
た
し
は
、
大
う
ら
天
し
ゅ
ど
う

に
行
く
ま
で
に
、
フ
ェ
リ
ー
に
の
っ

て
つ
か
れ
た
け
ど
、
れ
き
し
の
あ
る

教
会
に
行
け
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ご
は
ん
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
三
年
　
鍋
内
　
玖く

怜れ

彩あ

　
今
年
の
黙
想
会
は
、
長
崎
の
大
浦

天
主
堂
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

サ
ン
タ
マ
リ
ア
様
の
像
を
見
ま
し
た
。

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
五
年
　
鍋
内
　
凌り

空く

　
ぼ
く
は
、
黙
想
会
で
大
浦
天
主
堂

に
行
き
ま
し
た
。
百
五
十
年
以
上
た

つ
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
中
は
百
五
十
年
以
上
た
つ
わ
り
に

は
き
れ
い
で
し
た
。
二
十
六
聖
人
の

所
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
け
ど
、
行

け
な
か
っ
た
の
で
く
や
し
か
っ
た
で

す
。
　
　
六
年
　
入
口
　
駿
一
朗

　
ぼ
く
は
、
黙
想
会
に
行
き
ま
し
た
。

大
浦
天
主
堂
に
行
き
ま
し
た
。

　
百
年
以
上
経
っ
て
い
る
の
に
中
は

す
ご
い
と
思
う
く
ら
い
き
れ
い
で
し

た
。
今
年
最
後
の
黙
想
会
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
六
年
　
鍋
内
　
優
海

　
二
〇
〇
号
で
、
浜
崎
キ
ク
さ
ん
の

死
亡
日
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
誤

　
六
月
二
十
四
日

　
正

　
六
月
二
十
三
日

　
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
先
日
、
皆
様
の
祝
福
の
も
と
、
長

男
夏
綺
は
洗
礼
の
恵
み
を
受
け
信
徒

の
一
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
達
は
幼
い
頃
か
ら
身
近
に
教
会

が
あ
っ
て
信
仰
の
中
で
大
切
な
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
子
供
達
も
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
心
も
身
体
も
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
子
供
達
が
正
し
い
道
を

進
ん
で
い
け
る
よ
う
守
り
導
く
こ
と

が
親
と
し
て
の
務
め
だ
と
改
め
て
考

え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
も
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
の
で
周
り
の
方
々
に

助
け
て
頂
き
な
が
ら
私
達
も
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。木

口
聖
也

間
の
ほ
う
が
長
か
っ
た
で
す
。
で
も

自
分
の
目
で
見
た
サ
ン
タ
マ
リ
ア
は

と
て
も
心
に
の
こ
り
ま
し
た
。

　
　
五
年
　
白
濱
　
光み

玖く

　
ぼ
く
は
、
黙
想
会
に
参
加
し
て
、

感
じ
た
事
は
、
ま
ず
、
大
浦
天
主
堂

は
昔
か
ら
残
っ
て
い
る
の
に
今
ま
で

こ
わ
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
、
す
ご
い

二
回
目
だ
っ
た
け
ど
、
ま
た

サ
ン
タ
マ
リ
ア
様
の
像
を
見

れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
五
年
　
濱
崎
　
沙
也
加

　
も
く
そ
う
会
で
長
崎
に
行

く
の
は
、
初
め
て
で
し
た
。

な
の
で
船
に
の
っ
て
い
る
時

お

詫

び

こどもの
ひろば
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壮
年
会
研
修
作
業

お
た
よ
り

　
浦
頭
小
教
区
壮
年
会
に
お
い
て
は

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
二
十
六
年

度
の
二
ヶ
年
計
画
で
、
教
会
の
為
に

役
立
ち
「
目
に
見
え
る
も
の
」
を
後

に
残
そ
う
と
、
教
会
内
部
の
椅
子
、

机
の
整
備
作
業
を
実
施
し
た
。

　
教
会
内
の
椅
子
、
机
は
約
百
三
脚

あ
る
が
教
会
建
造
当
時
に
配
備
さ
れ

た
も
の
で
、
劣
化
、
虫
食
い
が
激
く

て
美
観
も
損
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
不
具
合
の
調
整
、
研
磨
、
塗
装

作
業
が
行
わ
れ
た
。

　
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の
得

意
分
野
を
生
か
し
て
「
お
や
じ
パ

ワ
ー
」
で
新
し
い
息
が
吹
き
込
ま
れ

て
教
会
内
も
落
ち
着
い
て
祈
り
が
で

き
る
色
に
仕
上
が
っ
た
。

　
今
回
の
研
修
作
業
で
会
員
の
意
思

疎
通
が
図
ら
れ
、
壮
年
会
活
動
を
通

じ
て
小
教
区
の
た
め
積
極
的
に
協
力

し
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
。

　
長
き
に
わ
た
り
島
の
ひ
か
り
を
愛

読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
、
八
十
歳

を
迎
え
る
に
当
た
り
終
り
を
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
編
集
部
の
御
発
展

を
祈
り
ま
す
。

　
長
崎
市
泉
町
　
太
田
　
春
枝

　
島
の
ひ
か
り
発
刊
二
〇
〇
号
記
念

と
知
り
、
こ
れ
ま
で
継
続
出
来
た
こ

と
は
神
父
様
方
を
は
じ
め
、
編
集
部

の
方
々
、
多
く
の
方
々
の
御
苦
労
と

努
力
の
お
か
げ
だ
と
、
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
天
草
市
大
江
修
道
院

　
　
　
　
　
Sr
　
赤
尾
　
ス
ミ
エ

　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
頭
教
会
へ

　
出
口
　
武
士
様
　
　
大
阪

　
（
亡
母
マ
リ
ア
　
ミ
ト
）

　
右
の
方
よ
り
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し

た
。
お
礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
！

　
神
様
か
ら
、
太
陽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

大
空
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

九
月
二
十
七
日
、
平
和
の
ば
ら
保
育

園
第
四
十
二
回
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

厚
い
陽
射
し
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
け
っ
こ
、

遊
戯
と
元
気
い
っ
ぱ
い
。
今
年
の
平

和
太
鼓
は
「
真
っ
赤
な
太
陽
」
「
キ

ミ
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
曲
に

の
せ
て
披
露
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
様
、
ご
来
場
の
皆
様
に
も

色
ん
な
競
技
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

運
動
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
小
学
生
、
中
学
生
も
多
く
参
加
し
、

に
ぎ
あ
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
来
賓
の
神
父
様
に
は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
職
員
の
仲
間
に
入
り
、
職
員

の
一
人
と
し
て
競
技
に
参
加
し
、
自

転
車
こ
ぎ
に
張
り
切
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
「
島
の
ひ
か
り
」
へ
の
お

た
よ
り
や
、
御
芳
志
等
の
協
力
頂
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
号
か
ら
の
始
め
の
一
歩
か
ら

大
事
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。

三
田
市
　
梅
木
　
栄
三
郎
　
様

福
岡
県
　
赤
崎
　
　
岩
光
　
様

　
　
　
　

香
典
返
し

　
　
　
　

感

謝

あ
り
が
と
う

　
皆
様
の
協
力
と
た
く
さ
ん
の
声
援

の
う
ち
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
運
動
会
で
し
た
。

感
謝
の
う
ち
に

（
平
和
の
ば
ら
保
育
園
）
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八
月
三
十
日
、
第
二
十
八
回
夕
や

け
マ
ラ
ソ
ン
五
キ
ロ
の
部
に
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
阪
に
い
る
妹
か
ら
「
ハ
ー
フ
を
走

ろ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
姉
ち
ゃ
ん

も
走
ら
ん
？
」「
い
い
よ
。」
と
軽
い
返

事
を
し
て
し
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
五
キ
ロ
だ
っ
た
ら
走
れ
る
か
も

と
思
い
、
少
し
ず
つ
で
す
が
家
の
近
く

を
走
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
、
天
気
も
良
く
夕
方
は

涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

ハ
ー
フ
の
部
に
出
場
す
る
人
達
を
ス

タ
ー
ト
地
点
で
応
援
し
て
十
五
分
後

に
五
キ
ロ
の
部
ス
タ
ー
ト
。

　
五
キ
ロ
は
、
町
中
を
二
周
す
る
形

で
、
私
は
周
り
を
見
る
余
裕
が
な
い

く
ら
い
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
声
援
と
拍
手
に
元
気
を
も

ら
い
な
が
ら
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
。
妹
も
無
事
に
完
走
し
ま
し
た
。

　
応
援
し
て
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご

　
毎
年
恒
例
の
ナ
イ
タ
ー
ペ
タ
ン
ク

大
会
が
、
去
る
九
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
七
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
今

回
は
、
台
風
十
六
号
の
影
響
で
二
日

遅
れ
の
開
催
と
な
り
、
期
間
も
三
日

間
と
短
縮
。
そ
の
た
め
リ
ー
グ
戦
を

取
り
や
め
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
変
更

と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
負
け
た
ら
も
う

試
合
が
出
来
な
い
為
、
参
加
者
は
い

つ
も
よ
り
真
剣
そ
の
も
の
。
最
終
日

の
抽
選
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

秋
の
夜
長
に
大
歓
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　
以
前
は
、
生
活
の
糧か

て

で
あ
っ
た
椿

油
。
こ
こ
五
島
は
生
産
量
日
本
一
に

な
っ
た
事
も
あ
り
、
東
の
大
島
、
西

の
五
島
と
東
西
の
横
綱
と
し
て
知
ら

れ
る
。
子
供
達
に
そ
の
誇
り
を
感
じ

て
も
ら
い
、
実
際
に
最
初
か
ら
最
後

ま
で
、
椿
油
作
り
を
体
験
さ
せ
て
み

よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
た
。
九

月
六
日
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
雁
木
で

か
た
し
を
引
っ
か
け
な
が
ら
、
落
と

し
て
い
く
。
収
穫
は
十
六
㎏
。
学
校

の
協
力
の
元
、
乾
燥
し
三
㎏
の
実
が

採
れ
た
。
臼う

す

と
杵き

ね

で
実
を
細
か
く

し
、
茹ゆ

で
、
濾こ

し
て
、
水
分
を
と
ば

し
て
真ま

っ
新さ

ら

油
が
一
杯
半
。
い
っ
ぱ

い
笑
顔
も
出
来
上
が
り
。

　
秋
の
夜
長
、
太
陽
が
西
の
空
に
沈

む
頃
か
ら
、
屋
外
で
は
コ
ン
サ
ー
ト

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
秋
限
定
の

虫
達
の
合
唱
で
、
田
舎
な
ら
で
は
の

特
権
で
す
。

　
そ
し
て
秋
と
い
え
ば
、
誰
も
が

口
に
す
る
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
奥
浦
で

は
毎
年
、
九
月
の
中
旬
に
な
る
と
奥

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ナ
イ
タ
ー
ペ
タ
ン

ク
大
会
が
行
わ
れ
る
。
三
人
一
組
で

一
二
八
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
。
賞
品

も
豪
華
で
皆
さ
ん
大
ハ
ッ
ス
ル
。
害

虫
も
い
っ
ぱ
い
応
援
に
掛
け
付
け
る
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
こ
と
今

年
で
六
十
五
歳
と
な
り
高
齢
者
の
仲

間
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る

と
、
幼
児
は
昨
日
出
来
な
か
っ
た
事

を
今
日
は
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
高
齢
者
は
、
昨
日
ま
で
出
来
て

い
た
事
を
今
日
は
出
来
な
く
な
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
年
を
取
り
た
く
な
い
ネ
。

竹
山
　
要
司

ふ
る
さ
と
だ
よ
り

ざ
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
の
五
島
牛

も
最
高
で
し
た
。

第
二
十
回
ナ
イ
タ
ー
ペ
タ
ン
ク

台
風●

の●

ご●

と●

く●

夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て

鍋
内
　
美
保

〝
油
採
っ
た
ど
ー
!!
〟

編

集

後

記


